
 

 

  
 

 

 

 

 

  

 

 

日 時  平成 26 年 5 月 22日（木） 18：30 ～ 

場 所  港 ふ れ あ い セ ン タ ー （港３丁目） 
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≪第 13 回ふれあいトーク 開催結果≫ 

●参加者数  35 名    （男女別）男性 18 名 女性 17 名 

【トークの内容】 

１． 災害に備える防災対策について 

２． 市立病院について 

３． 活動拠点センターの設置について 

（学童施設及び備品について） 

４． 港小学校の将来像について 

５． 待機児童の対応について 

６． ふれあいトークの方法について 

７． 施設へのプロジェクター設備の整備について 

 

 

※ 参加されたみなさんより出されました上記のご意見・ご質問をいただき、その

ご意見・ご質問に対する市長の発言（回答）を要約し掲載しております。 

内容によって、終了後に担当課において検討した結果及び付記事項等を合わせ

て掲載いたしました。 



2 
 

１．災害に備える防災対策について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆参加者からの意見等 

（質問） 

港まちづくり委員会は、「災害時の備え」について、学習・懇談会を数回開催

してきており、避難場所である港小学校が共通課題になっている。 

① 独居老人、高齢者、障がい者など搬送する場合に車を利用することがある

と思うが、現状の港小学校の坂がちょっと狭すぎる、という問題点が各町内

会一致した意見であり、人だけなら問題ないと思うが、車となると狭いと拡

幅などはできないのか？ 

② 災害時、万が一に車が使用できない場合、人などを搬送する際には、担架

や大きい台車などが必要になり、各町内会独自で必要な数だけ揃えるのは、

困難であることから、市の方で対処してくれるのか？ 

③ 市内の他地域は、ある程度平らな所への避難することになると思うが、港

地区は、山に面しており、避難や搬送時などは苦労すると思います。 

南四町内会では、4 班、4 班で分け、避難経路を散策し、町内の経路を確

保していますが、最終的には、港小学校付近が一番混雑するような問題が予

想されます。また、港五町内会の方は、避難時には国道渡って、港小学校に

向かうことになるため、移動が大変だと思われます、避難時に車が使えるの

であれば道路を広くするなど、車を通る場所と車を使用できない場所などを

きっちり分けてもらう必要があるのでは？ 

④ ホクタン裏の階段が相当急であり、高齢者は上がれない状況である。 

現在、改良していると聞いたが、改良後は、車で上がれるようにするのか、

どの程度のものなのか？ 

 ⑤ 津波災害時の避難場所には、建物の階数の問題などもありますが、非常

時には、ホテルの屋上を利用するなど、建物の所有者とのコンタクトがと

られているのか？ 

 ⑥ 地球の温暖化が進むと、海水面が高くなり、そうすると、ちょっとした

高潮や大潮でも稚内の場合、ほとんどの護岸の関係ではだいたい発生し、

そのようなリスクがものすごく高いと思うが、現時点で、どんなふうに対

応しようとしているか？ 
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◆総務部参事の発言 

①～③ 津波災害を想定している浸水区域は、防災マップにて確認しいただき、

北海道で最大限のシュミレーションをかけても、この港地区の地域では国道

までの津波浸水ということになります。（今求められているデータの中では国

道まで） 

なお、ここの地区は、避難場所が基本的には港小学校になっておりますが、

歩行不可能な方を運ぶということについては、みなさんで地域のルールを作

っていただき、坂の問題についても、まずは逃げることが重要ですから、上

から降りてくる車両は無いと想定しており、上にあがってもらうため一方通

行のルールを地域の皆さんで定めるなどするとともに、ホテル滝川さんなど

に一時的な避難ビルをお願いしているほか、真言寺さんの場所は、建物の 2

階の高さになりますので、自分の近くの逃げこめる安全な場所を地域で把握

していただき、まずは安全な場所に逃げてもらう、水辺の近くの方は特に早

く高い所に逃げてもらうなど、地域ごとに話をしてもらいたいと思っていま

す。 

今後は、地域ごとの津波避難計画をみなさんと一緒に話し合っていき、進

めていきたいと思います。 

④ 階段の改良自体は既に終わっています。改良前は階段の高さが均等になっ

ていなかったり、真ん中の手すりが腐っていました。また、何人かが横に手

をつないでも上がれるようにして、横に手すりを設置し、階段幅を広くして

皆さんで上がっていけるように改良させていただきました。 

⑤ 浸水域の新耐震化といって昭和 57 年ごろの建物のホテルさん、市営住宅

の 10 階建など市内 15 か所と津波の一時避難ビルの協定を結んでいます。 

なお、ニューチコウホテルさん、ホテル滝川さん、市街地ではサンホテル

さん、全日空ホテルさんなどは浸水域において、一時的に上がって避難でき

る場所を 15 か所用意しております。その場所には玄関に緑色のシールで津

波ビルの表示をしています。なお、そのような災害発生時には、近くにある

津波ビルへ逃げ込んでいただくことになります。 
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■ 検討状況など 【担当 … 建設産業部土木課】 

① 稚内港小学校の通学路にあたる坂道及び入り口付近の拡幅についても、状

況や条件を含め、確認及び検討したいと思います。 

◆市長の発言 

⑥ 2050、80 年とか、このままでいけば大変なことになっていると思います。

ＣＯ２や温室ガスの影響で温暖化されていると、だから、具体的なレベルの話

ではなく、地球全体の話になるので、遠い将来にみんなが困らないように今か

らやるとしたら、我々レベルで出来ることは、一つは省エネルギー、一つは持

続可能な再生可能エネルギーに取り組んで、ＣＯ２を出来るだけ出さない生活

にしてください、という取り組みくらいしか無いんです。この規模の市で

100％って今のところどこも無く、そのくらい、このまちはそういう意識を持

って取り組んでいるまちだということをぜひ理解して頂ければと思います。即

効性は無いけども我々はそういう思いで取り組んでいる。 
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２．市立病院について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆参加者からの意見等 

（質問） 

① ここ数年間、個人病院が開設し、市は個人病院に補助金を投入されており、

市立病院はどうなっていくのか？また、循環器内科は毎週木、金（出張医）、

脳神経外科(休診中)いったいどうなっているのか？ 個人病院の開院に対し

ては市の補助によって開院しており、今後、市立病院の医師確保や看護士等

の職員数をふやすことがどこまで進んでいて、今後の市立病院はどのような

体制に移っていくのか？ 

② 市立病院の循環器科の医師は、今のところ 1 週間に 1 回、2 回の出張医と

いう事なのですが、空白の時間があって、心臓の発作を起こした時にすぐ対

応しても、やっぱり常勤の医師が、いないことに不安があります。非常にご

面倒なことで、努力を重ねていることは、十分承知をしておりますが、循環

器科の直面している問題について、今どのような状態になっているのか？ 

◆市長の発言 

①～② この医療問題は非常に深刻な問題で、私も受け止めており、北海道、

国に対して、訴えています。実は、世の中に医者の数は増えているのですが、

なぜ地方に来ないんだというと、生活など様々な理由もあります。この国の

医者の総数はいっぱいおりますが、特に女性のお医者さんは、結婚後、家庭

に入ることで、総数よりも実際に働いているお医者さんは少ないという悩み

もある。また、自治体医大は自治体に医者を出すための大学で、今までは離

島を抱え、内科に必ず自治医大の卒業生を 1 人派遣し、1 年間、市立病院で

研修、診察をし、離島で 1 年間診察をを繰り返しますが、その余裕もなくな

り「出せません」と言われ、困って北海道へ頼みに行くと、北海道も道立病

院にも医者がいない状況であります。 

その中でやっと今回、何度も関係機関などに通い、研修医を連れてきました。

また、周産期医療、赤ちゃんを産む産婦人科、もし稚内からなくなったら大変

です。最低でも内科、小児科、産婦人科と、生きていく上、絶対に必要であり、

離島も抱えております。ここには、3、4 人の産婦人科の先生がおり、逆にい

うと珍しい話であります。 

いろんなところにいろんなお願いをして、先ほどのお話の通り、今は循環器

内科は、火・木・金で、二つの札幌の病院に協力してもらい、出張医で対応さ

せてもらっています。 

出張医はいろんな経費が掛かり、固定医は給料です。出張医より固定医がい

いことは当たり前の話ですが、それを連れてくることが本当に、至難の業だと

いうのと、循環器科は最低でも 2 人以上の医者を配置しなければ機能しない

うえ、一人の医者を連れてくるのも大変で、それを二人というと中々実現しな

い。冒頭、お話いただいた「開業医にはお金を出して、勤務医はどうしている

の」という話をする人もいます。 

 

（次ページに続く） 
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（前ページより） 

市立病院は今 33 人、34 人の医者がいます、この給与体系を壊して、「何

とか科の先生、急に 5,000、3,000 万出すから来てください」と、言ったら

市立病院の他の科の医者が、その瞬間に帰っちゃいます。その診療科目だけ

でなく、他の科目も全部だめになります。だから、きちんとした給与体系や

様々な側面も守りながら、なおかつ、もちろん連れてきたいのですが、探し

て、探して、出張医で何とかしてもらえる。それは院長先生などが現在も取

り組んでいます。 

また、救急車で運ばなくてはならないという事例はたくさんあり、よく承

知しています。今、名寄の病院の循環器科が逆に、搬送患者が多いなどで、

参ってきていると聞きます。しかし、そのような人が一分一秒でも争うこと

から、病院の問題ではなく、道路の問題になり「道路をきちんと整備してく

れと、そうしなければ安心して早く連れて行けない」などという話も一生懸

命、お願いしています。住民の命を守るためには、お医者さん一人を連れて

くるだけの話ではなく、様々なことを取り組まないと問題解決しないという

ことです。 

また、勤務医を守るのは開業医なんです。軽い病気は、開業医で診察して

もらいたいんです。ところが市内の開業医は高齢化していきますから、そこ

に手立てをしないと、最終的には、みんな市立病院に通って、うちのまちだ

けではなく、管内からも受診されていますので、患者数が多くなると、先生

が参る状況になり、「こんな厳しいところにはいられない」と言って、「引き

上げる」と言われたら、それこそ元も子もなく、そういう意味でも、開業医

の体制をしっかりします。 
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３．活動拠点センターの設置について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆参加者からの意見等 

（質問） 

① まちづくり委員会で、活動拠点センターに関してもこれまでも話し合いを十

数年続けてきており、私たちの４町内会に学童の施設がないものですから、教

育にご理解のある市長さんに、この場、こういう機会を通して、この地域にも

学童施設が欲しいというお願いをしたい。 

なお、具体的には、子ども達が軽スポーツ的な事ができる施設、学童施設を

含め拠点センターを現役世代や高齢者の方も含めて 3 世代の人たちが活動、

触れあえるという様なそういう場所にしていきたいと考えています。 

 

② 2 年前から、道のコミュニティ助成を申請して、この施設にイスとテーブル

を整備しようとしていたが、残念ながら選考から外れました。 

会議などをするにしても、現在は非常にイス、テーブルが欠かせない状態に

なっており、今年度も助成の申請をしますが、どうにか選考されればいいのだ

が、選考されなかった場合には、イスとテーブルを整備していただきたい。（テ

ーブル 20 台、イス 60 脚） 

なお、前年度の選考から漏れた際に、管理所管課のこども課には。イス 30

脚の要望をお話しした経過はあります。 

◆市長の発言 

① 学童施設に関しては、担当課のこども課と、どういう具合に考えているのか、

それも含めて、まずは考え方、見方も聞いてみます。 

その上でまた、まちづくり員会の地区長などを通じて、まちづくり委員会の

方に球を投げていければいいなと思っています。 

 

② 市役所などの施設で余っているものはなく、他の施設でもイスや机などの備

品が不足している状況であり、寄贈などは難しいと思います。 

  コミュニティ助成については、毎年 5 団体くらいから申請があり、審査を

受け、稚内市から１団体しか申請できない状況にあります。 

宝くじ（コミュニティ助成）以外の色々な助成なども含め、色々と探りなが

ら検討していきたい。 

なお、宝くじ（コミュニティ助成）について、最近では全国的にも申請が非

常に多く、稚内市で今年の申請団体が初めて、除外になりました。 
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■ 検討状況など 【担当 …教育委員会こども課・政策調整部市民協働課】 

① 国が示している「放課後子どもプラン」においては、地域社会の中で、放

課後等に子どもたちの安全で健やかな居場所づくりを推進するため、原則と

して、すべての小学校区において、文部科学省の「放課後子ども教室推進事

業」（放課後子ども教室）と厚生労働省の「放課後児童健全育成事業」（学童

保育所）を一体的あるいは連携して実施する総合的な放課後対策を推進して

おります。 

このことから、港地区においても放課後子どもプランに基づき、放課後対

策の検討を行うこととしておりますが、地域の学童保育所等の設置について

は、希望者数や将来にわたる利用の需要見込み、地域における必要性などと

ともに、施設面の状況等も勘案しながら、必要な対策（学童保育所等の設置

若しくは児童館機能の拡充等）について、検討していきたいと考えておりま

す。（こども課） 

 

② 管理運営協議会よりイス３０脚の依頼については、新規ではなく、旧稚内

商工高校からの備品の中にパイプイスがあり、譲り受けについて、所管課の

教育総務課に可能であることを確認しており、こども課と時期などについて

も協議を行い、パイプイスの提供を行う予定である。 

長机については、現在、他の施設でも不足している状況にあり、まちづく

り委員会からコミュニティ助成の継続申請してもらうほか、港ふれあいセン

ターが選挙の投票場所であることから、選挙管理員会を通じて、必要本数の

配置についても検討しましたが、どちらも厳しい状況であると判断するため、

所管課にて予算計上などでの備品購入をお願いする。（市民協働課） 
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４．港小学校の将来像について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆参加者からの意見等 

（質問） 

① 港小学校が将来どういう風になるのか？ 

② まちづくり委員会では、継続してこの件について話し合いを持っています。

実際のアンケートの数字ではないが、9 割の方が港小学校に色んな意味で「地

域に必要だ」という結果があることから、現在も継続して、話し合いを進め

ていくこととしている。 

③ 南小の建て替えの話がでた時点に、統廃合の問題が、どこからか出たこと

があり、新聞紙上で掲載されたことがあったと思う。そのことで港小校区の

親たちが心配し、そして、「何年後なのか」など、いろんな問題があり、港小

学校の将来展望として、不安が広がった。 

◆市長の発言 

① 学校がなくなるとかならないとか、これは教育委員会で、マチ全体の学校
をどうしていくかを検討した経緯があります。その中で一定の方向性は出し
ていたと認識しています。今、具体的にやるとかやらないとかを話している
という状況ではありません。港小学校については、特殊学級などや地域の機
能、環境を活かしたこれからの展開があるのではないかという話は聞いてま
す。 
具体的なところまでは、把握しておりませんし、今、「ああします」、「こう

します」っていうものは特にないですが、決して、今すぐ、どうこうするとい
う話ではないと思います。 

② 学校は地域に重要な役割を果たしているというのは論を待たないことです
し、これは見切り発車みたいな話になることはあり得ない話ですから、これ
から、しっかりと協議を進めていきます。 

③ 質問があった内容の時代とタイミングが違うかもしれませんが、教育委員
会で市内の学校を「短期」、「中期」、「長期」で、どういう方向に持って行く
かをまとめたというのは記憶にあります。詳細ははっきりしませんが、でも、
あれは本式な書類だから、広報誌等で皆さんにお見せしていたと思うのです
が？ 

  確かに、私の口から皆さんに直接伝えるという事は、ほとんどない状況で

あり、どうやって伝わるかというと、おっしゃる通り新聞になります。その
伝える根拠は、市側にあるのですけども、ただ、その手順を追って知らせる
必要があります。 
例えば、「まちづくり委員会にきちんと物事を伝えて、よく議論をして」と

いうと、永遠に議論している訳にはいきませんから、どこかでは決定しないと
ならないのですけども、「『何を言ってるのか、考えてるのかは分からないけど、
担当部署が新聞にこう書いてた』というのだけの認識ははやめてくれ」という
話はしています。 

 
（次ページに続く） 
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（前ページより） 

この問題に限らず、書いてくれている方だって、悪気があって書いているわ

けではなくて、まさに伝えようと思って書いてくれていますが、それが思うよ

うに伝わってないって、例はたくさんあると思います。今、それがこの問題に

合致しているか、どうかは別にして。そこは十分反省しなきゃならないところ

かなと思っています。 

 
港小学校の将来像について、今、そういう様なお話しかできないので、この

先、また、お話をする場面が、まちづくり委員会などを通じてあると思います
ので、よろしくお願いします。 

■ 検討状況など 【担当 …学校教育課】 

港小学校は、港地区の児童の学びの場として、あるいは地域活動と深く関わ

りながら今日に至っております。 

また、小規模校の良さを生かした教育やことばに課題を抱える子ども達が通

う「ことばの教室」の開設など、市内においても、大切な役割を担っていると

ころです。 

南小学校の改築にあたっては、港小学校のあり方が大きく影響を及ぼすこと

から、今後、保護者や地域の方々のご意見もお聞きしながら、慎重に判断して

まいります。 

学校の統廃合は、地域に及ぼす影響が非常に大きく、保護者や地域の十分な

理解や合意が重要であると考えているところです。 
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５．待機児童の対応について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆参加者からの意見等 

（質問） 

港 4 丁目にて民間で認可外の託児施設を運営しており、幼稚園とか保育所

などでは、例えば、母子家庭の人たちには市の補助がありますが、私の施設は

一切ない訳です。利用者は、長いスパンで考えると金銭の問題があり、公立的

な保育所や幼稚園に行かざるをえない状況です。その割に行政の方からは、私

のところは 24 時間 365 日ですので、保育所や幼稚園が利用できない時間帯

にオファーがあり、すごくニーズはあるのですが、民間ですから公立よりも金

額は高くなります。 

そういう事を今、国などでも子育てに力を入れており、企業内保育などもで

きましたので、そういった私共のようなもの託児施設は、稚内市では私のとこ

しかないので、一般的な時間外などの特別な対応している事に関しては、助

成・補助などに対して、市でもお考えいただける事があったら、お願いしたい。 

◆市長の発言 

今回、この質問をいただき、私も不勉強で内容を把握していませんでした。

説明において、いろんな話を聞かせてもらい、現実的にいろんなパターンでの

生活をされている方がいるのだと改めて分かりました。 

どちらかというと女性の社会進出みたいな話を一方ではし、少子化に対応し

たような話をしてる割には、どっかではまったく片手落ちなんだなというのは

つくづくわかりました。 

今、具体的なお話はできないのですが、もう少し、担当課と交えて、稚内市

の実態を勉強させてください。その上で、また、色んなご相談をしたいと思い

ますので、よろしくお願いします。 

■ 検討状況など 【担当 …教育委員会こども課】 

現行制度の中では、認可外保育施設や事業所内保育所に対する直接的な支援

等はありませんが、本市が実施している子育て短期支援事業（ショートステイ

事業）の中で事業にご協力をいただき、保護者の負担軽減も図っているところ

です。 

今後、「子ども・子育て支援新制度」が平成 27 年 

４月に本格スタートすることとなっており、本市にお 

いてもこの制度の趣旨に基づき、現状と必要なニーズ 

に応じた子ども・子育て支援事業を推進していくなか 

で、必要な支援策等について検討していきたいと考え 

ております。 



12 
 

６．ふれあいトークの方法について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆参加者からの意見等 

（質問） 

この、ふれあいトークは、討論形式で全て市長さんがお答えして、大変だと

思いました。 

このような形式ではなく、前半の 30 分くらいにテーマを絞ってグループ、

小グループに分かれて、そこに市の職員の方と稚内市民も多くいるので一緒に

なって、子どもの教育など、二つくらいテーマを決めて、グループ討議して、

討議した内容をまとめて皆様に発表する。そのような交流し合うっていう方が

良いと思いました。 

参加者の中には、心の中で思っていてもなかなか言えない方もいっぱいいる

と思います。また、みんな、稚内市が良い街になることを願っていますし、高

齢化していって、すばらしい、若々しい、それこそ世代を超えた交流や７０代

以上の方が活動しているのを見て、先輩の意見も聞きたいし、とてもいい機会

です。 

市長さんも稚内の事をしっかり見ているのが伝わってきましたので、市の職

員の方も一緒になってこの街をよくする運動を、この場を借りてみんなで町内

の方、頑張るっていうことができたらいいなって思って聞いてました。 

次回、そのような内容で、ぜひ取り組んでいただきたいと思います。 

◆市長の発言 

今回の 13 回目にして、こんなにいっぱい集まっていただきました。 

今までは大体１２、３人で大体運営していますので、そういう意味ではそん

なもんかなという具合にいたのですが、確かに、これだけたくさんの方にお集

まりいただいて、できればお一人おひとりに発言していただければもっといい、

という具合につくづく思いました。 

このご意見は、また、ちょっと参考にさせてください。 

■ 検討状況など 【担当 …政策調整部市民協働課】 

地域の案件や港ふれあいセンターの活用などについて、まちづくり委員会と

連携して、会議ファシリテーター普及協会稚内支部の運営による「サロン」が

開催できる様に協議、検討を図っていきたい。 
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７．施設のプロジェクター設備について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆参加者からの意見等 

（質問） 

本来であれば、会館運営委員会の方にお願いし、申し込みをすればいいんです

けども、実は直接お願いしたいことがありまして、この会館に、プロジェクター

を一台とか、整備していただきたい。 

老人クラブや町内会などで、そういうものが有りますと、行政の方の情報を貰

って、それを映像で流して皆さんに伝達することなどが可能なるので、ご配慮願

います。 

◆市長の発言 

たまたま今回「ふれあいトーク」でここに来て、今、この話を聞いて、「はい、

わかりました」と言うと、よその会館や地域に対しても、どうなっているんだと

いう話になります。 

まずは、今、市役所に使用できる物がありますので、早目に言って頂ければ、

ご利用いただけるように、それは言っときます。 

 活動拠点センターも含めて、今の時代は、決して珍しい備品でもないと思いま

すので、施設への整備など全体的には、ちょっと検討させてください。 

■ 検討状況など 【担当 …政策調整部市民協働課】 

施設への設置については、稚内市全体で考える必要があることから、検討

が必要である。 

なお、市民協働課でも 1 台所有しており、出前講座などで使用や貸出を行

い、使用している状況であり、未使用日であれば 

使用は可能であるが、あまりにも頻繁な利用や使 

い方によっては、破損や故障などの恐れもあるの 

で、取扱いについての整理が必要である。 
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